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考察した。 第 2 報ではオキソ反応に及ぼす一酸化炭素分圧の影秤がコパノレトカノレボニノレ触媒で、は著しく，
反応速度のみならずアノレデヒド分枝/直鎖比， オレフィン異性化まで大きく影押されるのに対しロジウム
カ jレボニル触媒では影辞は小さい 'JÇがあきらかにされ反応に関与するカノレボニノレの形の相異が理由として

















論文は五主主にわかれており第一辛ではコバルトカノレボニノレ( 1) , ロジウムカノレボニノレ (1) を触媒と
する単純オレフィン CS-C6 のオキソ反応を行ない (ll )の( 1 )に比較して著しく活性であること，生成
アノレデヒドの異性体組成について明らかにしたものである。 第二主主においては (I)(ll) オキソ反応に対

















_...ヲ HMe (CO)4 RCH
2
CHzMe( CO )h._ 
HMe(CO)子/片/々へ\
: RCH2CH2 




RCH2CHzCOMe (CO )3 
きく，なお参考論文鉄カノレボニノレ， アンモニアの反応など 8 篇をも併せ考えて博上の学位論文として十分
の価値あるものと認める。
一一→アノレデヒド生成径路以外は
可道とする。
←…→平衡にあると考えられる化
学極
Me : コノイノレト又はロジウム
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